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前
々
稿
に
お
い
て
、
建
仁
寺
両
足
院
蔵
『
月
令
抄
』
の
翻
刻
・
紹
介
を
お
こ
な
っ
た

）
1
（

。
さ
ら
に
、
前
稿
に
お
い
て
は
、
京
都
大
学
附
属

図
書
館
清
家
文
庫
に
も
、
同
題
の
写
本
が
二
種
、
『
月
禮
抄
』
（ 

請
求
記
号
「
清
家
文
庫 

貴
1

－

64
／
ケ
／
1
」
。
以
下
「
清
家
文
庫
Ａ
本
」

と
略
称
）
と
、
『
月
令
抄
』
（
請
求
記
号
「
1

－

64
／
ケ
／
2
貴
」
。
以
下
「
清
家
文
庫
Ｂ
本
」
と
略
称
）
と
の
二
本
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
触
れ
、
こ
の
う
ち
清
家
文
庫
Ａ
本
と
両
足
院
本
と
の
異
同
を
閲
し
て
両
本
の
関
係
を
探
り
、
そ
こ
か
ら
、
両
足
院
と
博
士
家
清
原
家

と
の
繋
が
り
等
に
関
す
る
資
料
と
し
て
の
、
両
本
の
価
値
に
迫
っ
て
み
よ
う
と
し
た

）
2
（

。

　
両
本
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、
様
々
な
異
な
り
が
見
い
だ
さ
れ
た
。
清
家
文
庫
Ａ
本
に
は
、
「
誤
字
」
が
疑
わ
れ
る
箇
所
、
「
脱
字
」
は
お
ろ

か
何
丁
に
も
わ
た
る
「
欠
落
」
が
疑
わ
れ
る
箇
所
が
数
多
く
存
在
す
る
が
、
両
足
院
本
で
は
、
そ
れ
ら
は
相
対
的
に
非
常
に
少
な
い
。
け

れ
ど
、
書
写
「
過
誤
」
の
可
能
性
が
疑
わ
れ
る
箇
所
が
両
本
に
一
致
し
て
見
ら
れ
る
上
に
、
項
目
や
記
述
の
切
れ
目
で
も
な
い
の
に
不
必

要
と
思
わ
れ
る
空
白
が
一
致
し
て
見
ら
れ
る
箇
所
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
注
記
一
字
下
げ
」
と
い
う
、
体
裁
上
の
大
き
な
共
通
点
を
両
本
に
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確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
清
家
文
庫
Ａ
本
は
、
形
式
上
の
み
な
ら
ず
、
記
載
さ
れ
て
い
る
文
章
自
体
も
、
大
略
、
両
足
院
本
に
等
し
く
、

ご
く
大
ま
か
に
言
え
ば
、
若
干
の
異
な
り
を
も
ち
な
が
ら
も
、
両
本
「
月
令
抄
」
は
、
書
写
上
の
関
係
を
も
っ
た
、
同
一
の
資
料
で
あ
る

と
い
っ
て
よ
い
、
と
結
論
づ
け
た
。
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
が
そ
れ
ぞ
れ
書
写
元
と
し
た
本
が
同
一
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
と
推

定
せ
ざ
る
を
得
な
い
な
が
ら
、
両
本
が
そ
れ
ぞ
れ
書
写
元
と
し
た
本
が
、
遠
く
な
い
関
係
の
も
の
だ
っ
た
の
で
は
、
と
も
、
前
稿
で
は
推

定
し
た
。

　
本
稿
で
は
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
を
中
心
に
検
討
を
お
こ
な
い
、
両
足
院
本
、
清
家
文
庫
Ａ
本
と
併
せ
て
の
三
本
分
析
を
行
う
た
め
の
準
備

を
整
え
た
い
。

　
清
家
文
庫
Ｂ
本
も
、両
足
院
本
及
び
清
家
文
庫
Ａ
本
に
同
じ
く
二
冊
か
ら
な
る
。
た
だ
し
、第
一
冊
目
と
第
二
冊
目
と
の
本
文
切
れ
目
は
、

両
足
院
本
と
も
清
家
文
庫
Ａ
本
と
も
異
な
る
。
上
下
い
ず
れ
も
美
濃
判
の
和
綴
じ
で
、
二
冊
と
も
扉
中
央
上
よ
り
に
「
月
令
抄
」
の
墨
書

が
あ
り
、
そ
の
表
題
下
に
小
さ
く
そ
れ
ぞ
れ
「
上
」
「
下
」
、
と
も
に
右
下
に
「
全
二
冊
」
と
墨
書
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
さ
ら
に
遊
紙
二

丁
が
あ
り
、
遊
紙
第
一
丁
目
の
表
左
上
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
月
令 

乾
」
「
月
令 

坤
」
と
あ
る
。

　
京
都
大
学
図
書
館
機
構
「
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
「
月
令
抄
2
巻
」
に
は
、
「
足
利
時
代
の
鈔
本
。
抄
物
と
し
て

国
語
資
料
の
一
な
り
。
（
出
典: 

鈴
鹿
目
録
上
巻 p.80

）
」
と
書
誌
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る

）
3
（

。

　
両
足
院
本
及
び
清
家
文
庫
Ａ
本
に
等
し
く
、
上
巻
墨
付
第
1
丁
表
は
「
啓
蒙
通
釈
」
の
題
を
掲
げ
て
、
そ
の
引
用
が
始
ま
り
、
墨
付
第

1
丁
裏
か
ら
、
「
礼
記
巻
第
五
」
「
月
令
第
六
」
の
題
を
掲
げ
て
、
本
文
が
始
ま
る
。
そ
の
「
礼
記
巻
第
五
」
の
下
に
「
享
禄
四
年
壬
五
月

環
翠
軒
宗
左
抄
之
」
と
あ
る
の
も
、
両
足
院
本
及
び
清
家
文
庫
Ａ
本
に
同
じ
で
あ
る
。
続
く
本
文
も
、
大
略
、
両
足
院
本
及
び
清
家
文
庫

Ａ
本
に
等
し
い
。
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清
家
文
庫
Ａ
本
下
巻
末
尾
に
は
、
両
足
院
本
に
は
無
い
、
「
地
震
ノ
詩
」
で
始
ま
る
書
き
込
み
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
清
家
文
庫
Ｂ
本
に
は

無
い

）
4
（

。

　
清
家
文
庫
Ｂ
本
の
、
一
丁
表
裏
ご
と
の
行
数
は
、
ほ
ぼ
各
十
二
行
で
、
清
家
文
庫
Ａ
本
に
、
ほ
ぼ
等
し
い
。

　
前
稿
で
閲
し
た
清
家
文
庫
Ａ
本
書
写
「
過
誤
」
の
可
能
性
が
疑
わ
れ
る
箇
所
を
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
で
も
検
証
し
て
お
く
。
ま
ず
、「
誤
字
」

が
疑
わ
れ
る
箇
所
。

　
　 

正
曰
案
昼
緯
考
霊
耀
云
主
春
者
鳥
星
昏
中
（
清
Ｂ
上
9
ウ
）// 

案
律
暦
志
云
茲
子
萠
於
子
則
子
茲
子
（
清
Ｂ
上
9
オ
）// 

陽
氣
施
種
於
黄
泉
茲
者
萠
万
物

為
六
気
元
也
（
清
Ｂ
上
14
ウ

）
5
（

）

の
よ
う
に
、
清
家
文
庫
Ａ
本
と
同
じ
誤
り
が
あ
る
も
の
の
、

　
　 

或
者
屏
之
外
右
六
軍
嚮
南
而
陳
司
徒
於
陳
前
北
面
誓
之
也
（
清
Ｂ
下
14
ウ
）// 

書
ニ
對
メ
ハ
耦
ト
ヨ
ム
ヘ
シ
（
清
Ｂ
下
30
ウ
）// 

角
ヲ
ヽ
ト
ス
陽
ノ
退
ク

象
ニ
従
フ
ト
也
（
清
Ｂ
下
28
オ
）// 

以
小
罪
相
告
者
即
決
遣
之
不
収
繋
也
（
清
Ｂ
上
52
ウ
）

の
よ
う
に
、
清
家
文
庫
Ａ
本
で
は
誤
字
と
推
測
さ
れ
た
部
分
に
、
両
足
院
本
と
同
じ
く
適
切
と
推
定
で
き
る
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
箇
所

も
あ
る

）
6
（

。
そ
の
他
の
用
例
に
つ
き
、
誤
字
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
太
字
に
て
示
す
。

　
　
灰
宜
陽
金
門
山
為
官
云
々
吹
炭
動
穀
異
（
清
Ｂ
上
14
オ
）

　
　
　
灰
宜
陽
金
門
山
竹
為
管
云
々
吹
灰
動
穀
矣
（
両
上
17
ウ
）// 

灰
宜
陽
金
門
山
竹
為
管
云
々
吹
炭
動
穀
矣
（
清
Ａ
上
16
オ
）

　
　
冬
氣
極
寒
故
食
大
穀
以
减
寒
々
勝
於
熱
（
清
上
Ｂ
22
オ
）

　
　
　
冬
氣
極
寒
故
食
火
穀
以
减
寒
々
勝
於
熱
（
両
上
28
オ
）// 

冬
氣
極
寒
故
食
大
穀
以
减
寒
々
勝
於
熱
（
清
Ａ
上
25
ウ
）

　
　
施
令
有
失
三
才
俱
云
々
（
清
Ｂ
上
30
ウ
）
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施
令
有
失
三
才
俱
云
々
（
両
上
39
ウ
）// 

施
令
有
夫
三
才
俱
云
々
（
清
Ａ
上
36
オ
）

　
　
左
傳
僖
十
五
年
云
君
履
后
土
者
別
也
（
清
Ｂ
上
34
ウ
）

　
　
　
左
傳
僖
十
五
年
云
君
履
后
土
者
別
也
（
両
上
44
ウ
）// 

在
傳
僖
十
五
年
云
君
履
后
土
者
別
也
（
清
Ａ
上
41
オ
） 

　
　
瓜
瓠
不
成
ハ
地
災
也
（
清
Ｂ
下
27
オ
）

　
　
　
瓜
瓠
不
成
ハ
地
災
也
（
両
下
63
オ
）// 

仏
瓠
不
成
ハ
地
災
也
（
清
Ａ
下
47
ウ
）

　
　
牛
畜
之
住
重
者
属
思
（
清
Ｂ
上
21
オ
）

　
　
　
牛
畜
之
任
重
者
属
思
（
両
上
28
オ
）// 

牛
畜
之
住
重
者
属
思
（
清
Ａ
上
25
オ

）
7
（

）

　
た
だ
し
、
誤
字
の
疑
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
総
じ
て
、
量
も
含
め
、
清
家
文
庫
Ａ
本
に
比
し
清
家
文
庫
Ｂ
本
に
取
り
立
て
て
大
き

な
特
徴
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
前
稿
に
お
い
て
清
家
文
庫
Ａ
本
で
の
本
文
欠
落
が
疑
わ
れ
る
部
分
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
Ｂ
本
に
お
い
て
も
、
同
様
の
疑
い
の
あ
る
箇

所
を
見
て
お
く
。

　
　 

此
四
者
同
論
天
地
之
前
及
天
地
之
始
老
子
曰
道
生
一
道
與
大
易
自
然
虚
無
之
氣
无
象
不
可
以
形
求
不
可
以
類
取
強
名
曰
道
謂
之
大
易
也
　
道
生
一
者
一
則

混
元
之
氣
與
大
初
大
始
大
素
同
又
與
易
之
大
極
礼
運
之
大
一
其
義
不
拜
皆
為
氣
形
之
始
也
一
生
二
者
謂
混
元
之
氣
分
為
二
々
則
天
地
也
與
易
之
両
儀
又
與

礼
之
大
一
分
而
為
天
地
同
也
　
二
生
三
者
謂
参
之
以
人
為
三
才
也
　
三
生
万
物
者
謂
天
地
人
既
定
万
物
備
生
其
間 

分
為
天
地
説
有
多
象
形
状
之
殊
凡
有

六
等 

一
曰
蓋
天
文
見
周
髀
如
蓋
在
上 

二
曰
渾
天
形
如
弾
丸
地
在
其
中
天
包
其
外
猶
如
鶏
卵
白
之
繞
黄
揚
雄
桓
譚
張
衡
蔡
邕
陸
績
王
粛
鄭
玄
之
徒
並
所
依

用
　
三
曰
宣
夜
旧
説
云
殷
代
之
制
其
形
體
事
義
無
所
出
以
言
之 

四
曰
昕
天
昕
讀
為
軒
言
天
北
髙
南
下
若
車
之
軒
是
呉
時
姚
信
所
説
五
曰
穹
天
云
穹
隆
在

　
　
上 

虞
氏
所
説
不
知
其
名
也 

六
曰
安
天
是
晋
時
虞
喜
所
論
注
考
霊
耀
用
渾
天
之
法
今
礼
記
是
鄭
氏
所
注
當
用
鄭
義
以
渾
天
為
説
　
案
鄭
注
考
霊
耀
云
天
者
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純
陽
清
明
無
形
聖
人
則
之
制
璿
璣
玉
衡
以
度
其
象
如
鄭
此
言
則
天
是
大
虚
本
無
形
體
但
指
諸
星
運
轉
以
為
天
耳
但
諸
星
之
轉
従
東
而
西
必
三
百
六
十
五
日

　
　
四
分
日
之
一
星
復
旧
處
○
計
二
十
八
宿
一
周
天
凡
三
百
六
十
五
度
四
分
度
之
一
是
天
之
一
周
之
数
也
天
如
弾
丸
圍
圜
三
百
六
十
五
度
四
分
度
之
一 

案
考

　
　
霊
耀
云
一
度
二
千
九
百
三
十
二
里
千
四
百
六
十
一
分
里
之
三
百
四
十
八
周
天
百
七
万
一
千
里
者
是
天
圓
周
之
里
数
也
以
圍
三
徑
一
言
之
則
直
徑
三
十
五
万

　
　
七
千
里
此
●
十
八
宿
周
廻
直
徑
之
数
也
然
二
十
八
宿
之
外
上
下
東
西
各
有
万
五
千
里
是
為
四
遊
之
極
謂
之
四
表
拠
四
表
之
内
并
是
宿
内
棇
有
三
十
八
万
七

　
　
千
里
然
則
天
之
中
央
上
下
正
半
之
處
則
一
十
九
万
三
千
五
百
里
地
在
於
中
是
地
去
天
之
数
也
鄭
注
考
霊
耀
云
地
蓋
厚
三
万
里
春
分
之
時
地
正
當
中
自
此
地

　
　
漸
之
而
下
至
夏
至
之
時
地
下
遊
万
五
千
里
地
之
上
畔
與
天
中
平
夏
至
之
後
地
漸
々
向
上
至
秋
分
地
正
當
天
之
中
央
自
此
地
漸
々
而
上
至
冬
至

（
両
上
3
ウ
）

右
、
引
用
は
両
足
院
本
か
ら
で
、
点
線
で
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
清
家
文
庫
Ａ
本
欠
落
で
あ
る
。
そ
の
点
線
を
含
め
実
線
で
傍
線
を
付

し
た
長
大
な
部
分
が
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
上
巻
で
は
、
第
2
丁
裏
最
終
行
と
第
3
丁
表
最
初
行
と
の
間
に
あ
た
る
部
分
で
欠
落
し
て
い
る
。

そ
の
欠
落
部
分
は
、
Ｂ
本
第
3
丁
裏
と
第
4
丁
表
と
の
間
に
存
在
し
、
一
丁
分
が
ズ
レ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
書
写
時
の
過
誤
か
、
現
状

Ｂ
本
第
4
丁
は
現
状
第
３
丁
の
前
に
あ
る
べ
き
も
の
が
綴
じ
間
違
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
清
家
文
庫
Ｂ
本
で
の
本
文
欠
落
例
を
、
さ
ら
に
両
足
院
本
か
ら
本
文
引
用
し
傍
線
を
付
し
て
挙
げ
る
。

　
　
若
然
案
楚
語
云
重
為
南
西
司
天
犁
為
大
正
司
地
所
以
又
為
南
正
火
正
不
同
者
蓋
重
為
木
正
兼
為
南
正
司
天
犁
為
火
正
兼
為
北
正
（
清
Ｂ
上
11
ウ
）

　
　
正
云
蟄
蟲
旦
者
孟
春
乃
出
則
左
傳
啓
蟄
而
郊
是
也
蟄
蟲
晚
者
則
二
月
始
出
故
此
云
蟄
蟲
咸
動
則
正
月
未
皆
動
（
清
Ｂ
上
37
ウ
）

　
　
正
曰
穀
蔵
曰
倉
米
蔵
曰
廩
無
財
曰
貧
無
親
曰
窮
暫
無
曰
乏
不
續
曰
絶
皇
氏
云
長
無
謂
之
貧
窮
暫
無
謂
之
乏
絶
（
清
Ｂ
上
43
オ
）

　
　
酒
ヲ
飮
也
其
時
楽
官
ニ
命
メ
大
ニ
諸
楽
管
籥
ノ
吹
ヲ
合
奏
メ
恩
愛
慈
愛
ノ
心
ヲ
ミ
セ
テ
ハ
タ
ス
ナ
リ
罷
ト
ハ
今
年
ノ
會
ハ
コ
レ
マ
テ
也
（
清
Ｂ
下
30
ウ
）

　
　
又
呼
八
九
七
十
二
而
除
正
実
之
七
百
二
十
又
呼
三
九
二
十
七
而
除
正
實
之
二
十
七
　
林
鍾
六
月
遯
先
置
黄
鍾
之
実
十
七
万
七
千
一
百
　（
清
Ｂ
下
33
オ
）

　
欠
落
で
は
な
く
重
複
の
例
と
し
て
は
、

朱
子
曰
无
体
只
二
十
八
宿
是
体

星
既
左
轉
日
則
右
行
亦
三
百
六
十
五
日
四
分
日
之
一
至
旧
星
之
處
即
以
一
日
之
行
而
為
一
度

七
万
一
千
里
ノ
三
分
一
ナ
リ

為
二

三
十
八
万
七
千
里
ノ
半
ナ
リ三

万
里
ノ
半
ナ
リ
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從
胃
七
度
至
七
星
之
初
有
九
十
九
度
以
日
漸
長
日
没
之
時
稍
有
酉
北
去
七
星
之
初
有
九
十
九
度
以
日
漸
長
日
没
之
時
稍
有
酉
北
去
七
星
之
初
九
十
八
度

（
清
Ｂ
上
41
オ
）

右
、
点
線
部
分
が
実
線
部
分
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、

　
　
案
命
暦
序
云
帝
嚳
傳
十
世
則
稷
契
不
得
為
帝
嚳
之
子
是
帝
嚳
後
世
子
孫
之
子
故
鄭
注
生
民
云
姜
嫄
高
辛
氏
之
世
妃
則
簡
狄
亦
高
辛
氏
之
後
世
之
妃
此
立
為

　
　 

禖
神
者
是
簡
狄
之 
不
得
為
帝
嚳
之
子
是
帝
嚳
後
世
子
孫
之
子
故
鄭
注
生
民
云
姜
嫄
高
辛
氏
之
世
妃
則
簡
狄
亦
高
辛
之
後
世
之
妃
此
立
為
禖
神
者
是
簡
狄

之 

不
得
為
帝
嚳
之
子
是
帝
嚳
後
世
子
孫
之
子
故
鄭
注
生
民
云
姜
嫄
高
辛
氏
之
世
妃
則
簡
狄
亦
高
辛
氏
之
後
世
之
妃
此
立
為
禖
神
者
是
簡
狄
之
不
得
為
帝

嚳
此
祭
高
禖
是
祭
天
（
清
Ｂ
上
36
オ
）

右
に
点
線
を
付
し
た
部
分
が
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
実
線
部
分
に
二
回
繰
り
返
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
複
雑
な
例
が
存
在
す
る
。

　
　 

體
完
ト
ハ
キ
ス
ナ
ヲ
云
視
ト
ハ
コ
レ
モ
宰
祝
カ
ミ
ル
ヲ
云
案
│
養
牛
羊
曰
芻
食
穀
曰
豢
音
患
草
ヲ
ク
フ
獣
ヲ
芻
ト
云
五
穀
ヲ
ク
ウ
獣
ヲ
豢
ト
云
瞻
│
肥
タ

モ
瘠
ヲ
モ
瞻
ヲ
モ
元
視
也
（
両
下
36
オ

）
7
（

）

ま
ず
傍
線
部
直
前
「
キ
ス
ナ
ヲ
云
」
か
ら
「
五
穀
ヲ
」
に
直
結
し
、
そ
の
間
の
傍
線
部
分
が
欠
落
す
る
が
、
そ
の
欠
落
の
一
部
「
芻
食
穀

曰
豢
音
患
草
ヲ
ク
フ
獣
ヲ
芻
ト
云
」
が
「
肥
タ
モ
瘠
」
の
直
後
に
現
れ
、
そ
の
後
に
「
五
穀
ヲ
ク
ウ
獣
ヲ
豢
ト
云
瞻
ー
肥
タ
モ
瘠
」
が
繰

り
返
さ
れ
る
と
い
う
錯
綜
を
見
せ
、
そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
に
複
雑
な
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

　
　 

體
完
ト
ハ
キ
ス
ナ
ヲ
云
五
穀
ヲ
ク
ウ
獣
ヲ
豢
ト
云
瞻
│
肥
タ
モ
瘠
芻
食
穀
曰
豢
音
患
草
ヲ
ク
フ
獣
ヲ
芻
ト
云
五
穀
ヲ
ク
ウ
獣
ヲ
豢
ト
云
瞻
│
肥
タ
モ
瘠
タ

ル
ヲ
モ
瞻
モ
元
視
也
（
清
Ｂ
下
6
ウ
）

　
前
稿
で
指
摘
し
た
、
清
家
文
庫
Ａ
本
で
大
き
な
脱
字
（
欠
落
）
が
疑
わ
れ
る
両
足
院
本
上
巻
第
48
丁
表
部
分
は
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
で
は

上
巻
第
39
丁
裏
に
、
両
足
院
本
下
巻
第
53
丁
表
部
分
は
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
下
巻
第
20
丁
表
に
、
そ
れ
ぞ
れ
整
っ
て
い
る
。
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さ
ら
に
、
清
家
文
庫
Ａ
本
で
の
五
字
程
度
以
上
の
脱
字
（
欠
落
）
の
疑
わ
れ
る
部
分
は
、
こ
の
Ｂ
本
で
は
、
両
足
院
本
に
照
ら
せ
ば
整
っ

て
い
る
箇
所
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
以
下
、
傍
線
部
分
が
、
前
稿
に
お
い
て
清
家
文
庫
Ａ
本
で
脱
字
（
欠
落
）
が
疑
わ
れ
る
と
し
た
部
分

で
あ
る

）
8
（

。

　
　
又
ハ
オ
ホ
ウ
ハ
ラ
共
云
リ
苦
菜
ハ
ニ
カ
也
蟈
右
獲
切
キ
ヤ
ク
者
也
　
注
蝼
│
正
曰
案
周
礼
蟈
氏
鄭
司
農
注
云
（
清
Ｂ
上
3
ウ
）

　
　
揚
雄
桓
譚
張
衡
蔡
邕
陸
績
王
粛
鄭
玄
之
徒
並
所
依
用
　
三
曰
宣
夜
旧
説
云
殷
代
之
制
其
形
體
事
義
無
所
出
以
言
之
（
清
Ｂ
上
4
オ
）

　
　
四
曰
金
者
八
月
四
陰
生
是
建
酉
之
月
故
四
曰
金
々
比
木
其
体
堅
剛
故
次
金
也
（
清
Ｂ
上
17
オ
）

　
　
路
ニ
乗
ル
是
弁
服
各
其
事
々
ニ
カ
ワ
ル
四
時
ニ
ヨ
リ
テ
不
替
也
又
玉
藻
曰
│
天
子
龍
袞
以
祭
ト
ハ
四
時
共
ニ
龍
袞
玄
衣
纁
裳
ナ
リ
（
清
Ｂ
上
22
ウ
）

　
　
和
令
ト
ハ
禁
法
ヲ
ヤ
ハ
ラ
カ
ニ
ス
ル
ヲ
云
行
慶
ト
ハ
善
事
ヲ
ス
ル
モ
ノ
ヲ
ハ
（
清
Ｂ
上
24
オ
）

　
　
西
方
金
氣
為
陰
剋
東
方
木
木
為
妃
畢
属
西
方
尚
妃
之
所
好
故
好
雨
也
今
申
氣
乗
寅
兩
相
衝
破
申
逆
寅
々
為
風
々
之
被
逆
（
清
Ｂ
上
31
ウ
）

　
　
郭
景
純
云
即
鵹
黄
也
釋
鳥
又
云
鵹
黄
楚
雀
其
民
云
鵹
黄
一
名
倉
庚
又
云
商
庚
李
処
云
（
清
Ｂ
上
34
オ
）

　
　
注
為
将
蠶
│
正
云
依
衣
祭
五
帝
自
服
大
裘
今
薦
鞠
衣
與
桑
同
色
蓋
薦
於
神
坐
鞠
衣
│
正
云
菊
者
草
名
花
色
黄
故
季
秋
之
月
云
（
清
Ｂ
上
42
オ
）

　
　
畢
翳
ハ
兎
ヲ
打
オ
ホ
ウ
テ
ト
ル
ア
ミ
也
畢
ハ
ア
ミ
小
ソ
柄
長
シ
天
上
畢
星
ニ
似
タ
リ
故
畢
ト
云
翳
ハ
カ
ク
シ
ト
云
物
也
（
清
Ｂ
上
50
オ
）

　
　
毋
發
│
大
衆
ヲ
催
メ
不
可
使
蚕
農
ノ
事
ニ
ヒ
マ
イ
レ
ハ
其
ヲ
妨
ケ
シ
為
也
毋
伐
│
大
木
ナ
ト
ヲ
不
可
伐
（
清
Ｂ
上
52
オ
）

　
　
琴
者
釈
楽
云
大
瑟
謂
之
灑
孫
炎
云
音
之
布
告
如
掃
灑
郭
景
純
云
瑟
長
八
尺
一
寸
二
十
七
絃
管
者
釈
楽
云
大
管
謂
之
籥
音
驕
（
清
Ｂ
上
55
ウ
）

　
　 

一
陰
カ
始
テ
萠
ホ
ト
ニ
君
子
斉
戒
メ
陰
氣
ヲ
敬
ス
ル
也
処
ハ
居
処
也
居
処
ヲ
モ
顕
ハ
ニ
セ
ス
取
ハ
ラ
ウ
ツ
ナ
ト
セ
サ
ル
也
掩
身
ト
ハ
戸
ヲ
タ
テ
ヽ
面
ム
キ

ヘ
出
テ
ス
ヽ
ミ
ナ
ト
セ
ヌ
ヲ
云
（
清
Ｂ
上
59
オ
）

　
　
合
制
ト
云
ハ
百
縣
モ
合
制
ト
知
ヘ
シ
百
縣
ニ
為
来
歳
受
朔
日
ト
云
ハ
諸
侯
モ
亦
為
来
歳
受
朔
日
ト
知
ヘ
シ
互
見
メ
云
也
諸
侯
ト
ハ
畿
外
ヲ
云（

清
Ｂ
下
3
オ
）
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除
正
実
之
八
万
一
千
又
呼
六
九
五
十
四
除
正
実
之
五
千
四
百
又
呼
八
九
七
十
二
而
除
正
実
之
七
百
二
十
又
呼
三
九
二
十
七
而
除
正
實
之
二
十
七
林
鍾
六
月

遯
先
置
黄
鍾
之
実
十
七
万
七
千
一
百
四
十
七
（
清
Ｂ
下
69
オ
）

五
字
未
満
程
度
の
脱
字
は
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
も
Ａ
本
と
同
様
、
少
な
か
ら
ず
あ
る
も
の
の
、
こ
の
よ
う
に
、
五
字
程
度
以
上
で
行
単
位
に

及
ば
な
い
脱
字
（
欠
落
）
も
、
丁
単
位
の
そ
れ
と
同
じ
く
、
む
し
ろ
清
家
文
庫
Ａ
本
よ
り
も
少
な
い
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
限
り
に

お
い
て
は
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
本
文
の
乱
れ
は
清
家
文
庫
Ａ
本
の
そ
れ
よ
り
も
多
く
な
い
、
と
評
価
さ
れ
る
。

　
前
稿
に
お
い
て
、
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
の
、
ど
ち
ら
か
に
文
等
の
途
中
に
不
必
要
と
思
わ
れ
る
空
白
が
あ
る
箇
所
を
検
証
し
、

そ
の
空
白
部
分
は
過
誤
等
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
書
写
元
本
に
欠
字
が
想
定
で
き
る
箇
所
を
空
け
て
お
く
と
い
う
「
意
図
」
を
も
っ
て

な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
指
摘
し
た
。
同
様
の
空
白
を
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
に
求
め
て
み
た
が
、
見
当
た
ら
な
い
。
清
家
文
庫
Ｂ
本
本

文
の
外
観
的
印
象
が
平
板
で
単
調
と
感
じ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
原
因
の
一
つ
を
、
こ
う
し
た
空
白
が
現
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
も

求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
欠
字
想
定
箇
所
へ
の
空
白
設
定
欠
如
は
、
ま
た
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
書
写
者
の
本
文
批
判
意
識
が
高
く

な
か
っ
た
こ
と
の
結
果
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
清
家
文
庫
Ｂ
本
の
体
裁
を
大
き
く
特
徴
付
け
て
い
る
点
の
一
つ
に
、
訓
点
類
の
少
な
さ
が
あ
る
。
Ｂ
本
は
、
清
家
文
庫
Ａ
本
に
比
べ
て

も
返
り
点
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
両
足
院
本
と
比
べ
る
と
著
し
く
少
な
い

）
9
（

。
Ｂ
本
で
返
り
点
が
見
ら
れ
る
例
と
し
て
は
、

　
　
正
曰
案
月
令
諸
月
無
薦
之
文
此
独
羞
含
桃
者
以
二

此
果
先
成
異
於
餘
物
故
特
記
之
其
実
諸
果
亦
時
薦
（
清
Ｂ
上
57
ウ
）

こ
の
部
分
、
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
次
の
よ
う
に
返
り
点
が
付
さ
れ
て
お
り
、
「
二
」
点
の
み
の
Ｂ
本
は
整
合
性

の
な
い
点
と
な
っ
て
い
る
。
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正
曰
案
月
令
諸
月
無
二

薦
之
文
此
一

獨
羞
含
桃
者
以
二

此
果
先
成
一

異
二

於
餘
物
一

故
特
記
之
其
實
諸
果
亦
時
薦
（
両
下
13
ウ
）

　
　
正
曰
案
月
令
諸
月
無
薦
之
文
此
独
羞
含
桃
者
以
二

此
果
先
成
一

異
二

於
餘
物
一

故
特
記
之
其
実
諸
果
亦
時
（
清
Ａ
下
4
ウ
）

そ
の
他
、
Ｂ
本
で
返
り
点
が
見
ら
れ
る
例
と
し
て
、

　
　
正
曰
礼
器
大
饗
其
王
事
与
彼
下
ニ
云
三
牲
魚
腊
九
州
之
美
味
一
ト
是
四
方
助
祭
之
物
故
以
大
饗
為
祫
也
与
此
不
同
（
清
Ｂ
下
12
ウ
）

で
も
、
「
二
」
点
が
無
く
、
や
は
り
整
合
性
を
欠
く
。
こ
の
返
り
点
の
不
整
合
は
、

　
　
故
衣
旂
異
色
赤
玉
與
蒼
玉
同
是
色下
レ

其上
也
（
清
Ｂ
下
19
オ
）

　
　
　
故
衣
旂
異
レ

色
赤
玉
與
蒼
玉
同
俱
是
其
色
浅
也
（
両
下
51
ウ
）

　
　
正
曰
案
蕤
賓
長
六
寸
八
十
一
分
寸
之
二
十
六
上
生
大
呂ヲ
一

三
分
益
一
三
寸
（
清
Ｂ
下
28
ウ
）

　
　
　
正
曰
案
蕤
賓
長
六
寸
八
十
一
分
寸
之
二
十
六
上
生
二

大
呂ヲ
一

三
分
益
一
三
寸
（
両
下
63
ウ
）

の
よ
う
な
例
に
も
及
ぶ
。
そ
の
他
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
に
見
ら
れ
る
返
り
点
の
例
を
、
前
稿
に
お
い
て
清
家
文
庫
Ａ
本
よ
り
も
整
っ
た
本

文
を
も
つ
の
で
は
な
い
か
と
仮
説
を
述
べ
た
両
足
院
本
と
並
べ
て
示
す
。

　
　
正
曰
熊
氏
引
石
氏
星
經
云
司
命
二
星
在
レ

虚
北
司
祿
二
星
在
二

司
命
北
一

司
危
二
星
在
二

司
祿
北
一

司
中
二
星
在
二

司
危
北
一
（
清
Ｂ
下
29
ウ
）

　
　
　
正
曰
熊
氏
引
石
氏
星
經
云
司
命
二
星
在
二

虚
北
一

司
祿
二
星
在
二

司
命
北
一

司
危
二
星
在
司
祿
北
司
中
二
星
在
司
危
北
（
両
下
63
ウ
）

　
　
又
云
墳
四
星
在
二

危
東
南
一

是
危
虚
在
墳
墓
四
司
之
氣
也
（
清
Ｂ
下
29
ウ
）

　
　
　
又
云
墳
四
星
在
危
東
南
是
危
虚
有
二

墳
墓
四
司
之
氣
一

也
（
両
下
63
ウ
）

清
家
文
庫
Ｂ
本
の
返
り
点
が
量
的
に
極
め
て
少
な
い
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
決
し
て
整
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

　
　
清
家
文
庫
Ｂ
本
の
「
抄
」
部
分
の
特
徴
と
し
て
、
漢
文
体
表
記
の
多
用
も
挙
げ
ら
れ
よ
う
か
。
両
足
院
本
や
清
家
文
庫
Ａ
本
で
は
カ
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タ
カ
ナ
表
記
で
あ
る
部
分
が
、
漢
文
体
表
記
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
両
足
院
本
で
も
、

　
　
今
ハ
季
秋
ナ
レ
ト
モ
冬
ノ
令
ヲ
行
ヘ
ハ
如
此
也
（
両
下
49
ウ
・
清
Ａ
下
36
オ
）

と
漢
文
体
表
記
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
け
れ
ど
、
Ｂ
本
で
は
特
に
、
そ
れ
が
多
用
さ
れ
る
。

　
　
毋
作
大
事
│
軍
兵
ヲ
起
メ
農
事
ヲ
不
可
妨
（
清
Ｂ
上
38
ウ
）　
両
上
49
オ
「
妨
ヘ
カ
ラ
ス
」
、
清
Ａ
こ
の
本
文
部
分
欠
。

　
　
川
澤
ノ
魚
ヲ
尽
メ
不
可
取
陂
池
ノ
魚
ヲ
尽
メ
不
可
取
（
清
Ｂ
上
38
ウ
）　
両
上
49
オ
「
取
ヘ
カ
ラ
ス
」
、
清
Ａ
こ
の
本
文
部
分
欠
。

　
　
火
出
而
畢
│
尊
卑
ヲ
不
云
悉
ク
賦
リ
与
ル
也
（
清
Ｂ
上
39
ウ
）　
両
上
50
ウ
「
イ
ワ
ス
」
、
清
Ａ
こ
の
本
文
欠
。

　
　
毋
發
│
大
衆
ヲ
催
メ
不
可
使
（
清
Ｂ
上
52
オ
）　
両
下
6
オ
「
ツ
カ
ウ
ヘ
カ
ラ
ス
」
、
清
Ａ
上
59
ウ
「
ツ
カ
ウ
ヘ
カ
ラ
ス
」
。

　
　
毋
伐
│
大
木
ナ
ト
ヲ
不
可
伐
（
清
Ｂ
上
52
オ
）　
両
下
6
オ
「
伐
ヘ
カ
ラ
ス
也
」
、
清
Ａ
こ
の
本
文
部
分
欠
。

　
　
一
陰
カ
始
テ
動
程
ニ
陰
事
ヲ
不
可
動
也
（
清
Ｂ
上
59
オ
）　
両
下
15
ウ
「
動
カ
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
」
、
清
Ａ
上
72
オ
「
動
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
」
。

　
　
不
可
│
軍
兵
ヲ
起
シ
衆
人
ヲ
不
可
働
カ
ス
（
清
Ｂ
上
63
ウ
）　
両
下
21
ウ
・
清
Ａ
3
ウ
「
ハ
タ
ラ
カ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」
。

書
写
原
本
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
に
お
い
て
漢
文
体
に
置
換
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
清
家

文
庫
Ｂ
本
の
、
「
書
写
」
と
い
う
作
業
に
関
す
る
意
識
を
窺
う
際
の
参
考
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
の
、
体
裁
上
の
最
も
大
き
な
共
通
点
・
類
似
点
と
し
て
前
稿
に
挙
げ
た
「
注
記
一
字
下
げ
」
は
、
こ
の

清
家
文
庫
Ｂ
本
で
は
、
次
の
一
箇
所
の
み
が
確
認
で
き
る

）
10
（

。

　
　
注
營
室
│
正
曰
春
秋
説
云
営
室
主
軍
士
之
粮
　（
清
Ｂ
下
24
オ
）

　
前
稿
で
報
告
し
た
よ
う
に
、
両
足
院
本
で
注
記
一
字
下
げ
体
裁
を
と
る
箇
所
は
、
上
巻
二
九
カ
所
、
下
巻
一
一
五
カ
所
の
合
計
一
四
四

カ
所
。
清
家
文
庫
Ａ
本
で
、
対
応
す
る
箇
所
が
一
字
下
げ
体
裁
を
と
っ
て
い
な
い
二
二
カ
所
で
あ
り
、
そ
の
逆
は
四
カ
所
で
あ
っ
た
。
そ
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の
こ
と
を
基
に
、
清
家
文
庫
Ａ
本
よ
り
も
両
足
院
本
の
方
が
、
あ
く
ま
で
も
相
対
的
に
で
は
あ
れ
、
形
式
面
で
整
っ
た
本
文
を
も
つ
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説
を
立
て
、両
足
院
本
に
一
字
下
げ
体
裁
へ
の
関
心
の
高
さ
を
窺
え
る
よ
う
な
用
例
が
存
在
す
る
こ
と
に
も
触
れ
た
。

両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
の
間
に
見
い
だ
さ
れ
た
、
そ
の
異
な
り
は
、
け
れ
ど
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
を
併
せ
た
三
本
比
較
の
中
で
は
、

む
し
ろ
、
両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
の
近
し
さ
を
示
す
よ
う
に
映
る
。

　
清
家
文
庫
Ｂ
本
で
は
、
意
図
を
想
定
で
き
る
よ
う
な
空
白
の
不
出
現
と
訓
点
類
の
少
な
さ
と
に
加
え
て
、
右
の
よ
う
に
改
行
一
字
下
げ

が
一
箇
所
の
み
で
あ
る
だ
け
で
な
く
「
改
行
」
自
体
が
少
な
く
、本
文
の
外
観
上
の
印
象
を
、
さ
ら
に
平
板
で
単
調
な
も
の
と
し
て
い
る
。
「/

」

記
号
は
改
行
箇
所
を
示
す
。

　
　
麥
實
│
正
云
鄭
云
　/ 

黍
秀
舒
散
属
火
麻
実
有
文
理
（
清
Ｂ
上
24
ウ
）

　
　
　
麥
實
│
正
云
鄭
云
黍
秀
舒
散
属
火
麻
実
有
文
理
（
両
上
27
ウ
・
清
Ａ
上
24
ウ
）

な
ど
不
必
要
と
思
わ
れ
る
改
行
が
あ
る
一
方
で
、

　
　
是
ヲ
正
サ
シ
ム
注
田
謂
│
舎
東
郊
│
正
云
其
耕
作
歲
時
之
氣
（
清
Ｂ
上
28
ウ
）

　
　
　
是
ヲ
正
サ
シ
ム
　
　/ 

注
田
謂
│
舎
東
郊
│
正
云
其
耕
作
歲
時
之
氣
（
両
上
36
ウ
）

　
　
　
是
ヲ
正
サ
シ
ム
　
　/ 

注
田
謂
│
舎
東
郊
│
正
云
耕
作
歲
時
之
氣
（
清
Ａ
上
33
オ
）

な
ど
注
記
が
改
行
無
し
に
前
項
と
連
続
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
数
多
く
存
在
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
点
、
両
足
院
本
や
清
家
文

庫
Ａ
本
が
「
完
全
」
な
わ
け
で
は
決
し
て
な
く
、
両
足
院
本
や
清
家
文
庫
Ａ
本
で
も
、
明
ら
か
に
注
記
と
思
わ
れ
る
部
分
が
改
行
せ
ず
に

行
の
途
中
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　
各
自
為
義
不
相
須
也
　/ 

楽
記
云
角
乱
│
正
云
證
明
角
主
於
人
民
ナ
リ
（
清
Ｂ
上
13
オ
）
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各
自
為
義
不
相
須
也
　
楽
記
云
角
乱
│
正
云
證
明
角
主
於
人/

民
ナ
リ
（
両
上
16
ウ
）

　
　
　/
為
義
不
相
須
也
　
楽
記
云
角
乱
│
正
云
證
明
角
主
於
人
民
ナ
リ
（
清
Ａ
上
14
ウ
）

　
　/

棇
吐
万
物
也
　
　/

易
曰
天
一
地
二
│
易
下
繋
ノ
文
也
天
ノ
数
二
十
五
地
ノ
数
（
清
Ｂ
上
16
オ
）

　
　
　/

吐
万
物
也
　
易
曰
天
一
地
二
│
易
下
繋
ノ
文
也
天
ノ
数
二
十
五
地
ノ
数
（
両
上
20
ウ
）

　
　
　
吐
万
物
也
　
易
下
繋
ノ
文
也
天
数
二
十
五
地
ノ/

（
清
Ａ
上
18
オ
）

　
　
之
氣
　
　/ 

其
祀
戸
│
注
春
陽
氣
│
正
云
春
陽
氣
出
祀
（
清
Ｂ
上
27
ウ
）

　
　
　/

之
氣
　
　
其
祀
戸
│
注
春
陽
氣
│
正
云
春
陽
氣
出
祀/

（
両
上
23
オ
）

　
　
　
之
氣
　
　
其
祀
戸
│
注
春
陽
氣
│
注
春
陽
氣
│
正
云
春/ 

陽
氣
出
祀
（
清
Ａ
上
20
オ
）

　
　
菊
ニ
モ
黄
ナ
ル
ヲ
貴
テ
云
也
　/ 

豺
│
豺
ノ
初
メ
ト
ル
獣
禽
ヲ
ハ
マ
ツ
食
ハ
ス
メ
（
清
Ｂ
下
21
ウ
）

　
　
　/

菊
ニ
モ
黄
ナ
ル
ヲ
貴
テ
云
也
　
豺
│
豺
ノ
初
メ
ト
ル
獣
禽
ヲ
ハ
マ
ツ
食
ハ
ス
メ/

（
両
下
42
オ
）

　
　
　/

菊
ニ
モ
黄
ナ
ル
ヲ
貴
テ
云
也
　
豺
│
豺
ノ
初
メ
ト
ル
獣
禽
ヲ
ハ
マ
ツ
食
ハ
ス/

（
清
Ａ
下
20
オ
）

　
　
強
弱
ヲ
ク
ラ
フ
ル
也
　/ 

注
営
室
│
正
曰
春
秋
説
云
営
室
主
軍
士
之
粮
（
清
Ｂ
下
22
オ
）

　
　
　
強
弱
ヲ
ク
ラ
フ
ル
也
　
注
営
室
│
正
曰
春
秋
説
云
営/

室
主
軍
士
之
粮
（
両
下
57
ウ
）

　
　
　
強
弱
ヲ
ク
ラ
フ
ル
也
　
注
営
室
│
正
曰
春
秋/

説
云
営
室
主
軍
士
之
粮
（
清
Ａ
下
43
ウ
）

　
　
民
多
流
亡
人
災
也
　/ 

行
夏
令
│
多
暴
風
方
冬
不
寒
ハ
天
災
也
蟄
虫
復
出
ハ
地
災
也
（
清
Ｂ
下
24
ウ
）

　
　
　
民
多
流
亡
人
災
也
　
行
夏
令
│
多
暴
風/

方
冬
不
寒
ハ
天
災
也
蟄
虫
復
出
ハ
地
災
也
（
両
下
58
オ
）

　
　
　
民
多
流
亡
人
災
也
　
行
夏
令
│/ 

多
暴
風
方
冬
不
寒
ハ
天
災
也
蟄
虫
復
出
ハ
地
災
也
（
清
Ａ
下
43
ウ
）

　
　
イ
ラ
ヌ
器
ヲ
去
ツ
　/ 

塗
│
囹
圄
ハ
獄
舎
也
（
清
Ｂ
下
28
オ
）
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イ
ラ
ヌ
器
ヲ
ス
ツ
　
塗
│
囹
圄
ハ
獄/

舎
也
（
両
下
62
ウ
）

　
　
　
イ
ラ
ヌ
器
ヲ
ス
ツ
　
塗
│
囹
圄
小
獄/

舎
也
（
清
Ａ
下
47
ウ
）

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
清
家
文
庫
Ｂ
本
の
み
が
改
行
措
置
を
し
て
い
る
注
記
は
、
非
常
に
稀
で
、
右
記
用
例
と
し
て
確
認
で
き
た
も
の
に

と
ど
ま
る
。

　
右
の
両
足
院
本
・
清
家
文
庫
Ａ
本
の
よ
う
に
、
両
足
院
本
や
清
家
文
庫
Ａ
本
で
改
行
や
注
記
等
改
行
一
字
下
げ
と
な
っ
て
い
る
部
分
が
、

清
家
文
庫
Ｂ
本
で
は
、
次
の
よ
う
に
、
直
前
部
と
の
間
に
空
白
を
設
け
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
も
、
特
徴
的
事
象
で
あ
る
。

　
　
知
其
理
又
不
能
定
其
肯
趣
　
　
注
此
陽
氣
│
蒸
ハ
ム
ス
也
（
清
Ｂ
上
28
オ
）

　
　
　
知
其
理
又
不
能
定
其
肯
趣
　
　/
注
此
陽
氣
│
蒸
ハ
ム
ス
也
（
両
上
36
オ
・
清
Ａ
上
35
ウ
）

　
　
其
日
丙
丁
　
注
易
曰
斉
│
正
曰
引
易
者
證
丙
丁
著
明
之
義
此
易
説
卦
文
（
清
Ｂ
上
48
オ
）

　
　
　
其
日
丙
丁
│/

注
易
曰
斉
│
正
曰
引
易
者
證
丙
丁
著
明
之
義
此
易
説
卦
文
（
両
下
1
ウ
・
清
Ａ
上
55
ウ
）

両
足
院
本
と
清
家
文
庫
Ａ
本
と
で
改
行
が
共
通
し
て
い
る
二
二
〇
箇
所
あ
ま
り
の
う
ち
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
で
改
行
せ
ず
直
前
に
空
白
を
挟

む
の
が
一
五
四
箇
所
、
改
行
せ
ず
空
白
も
挟
ま
な
い
の
が
六
八
箇
所
見
い
だ
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
空
白
を
挟
む
こ
と
で
項
目
の
境
界
を

示
そ
う
と
す
る
傾
向
の
あ
る
Ｂ
本
の
、
本
文
体
裁
を
整
え
よ
う
と
す
る
意
識
を
、
高
く
な
い
と
評
価
す
る
べ
き
か
、
或
は
、
そ
れ
ほ
ど
低

く
な
い
と
評
価
す
る
べ
き
か
、
こ
の
「
改
行
」
体
裁
の
み
か
ら
は
、
俄
に
決
し
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
以
上
、
前
稿
に
お
い
て
清
家
文
庫
Ａ
本
を
検
証
し
た
視
点
を
中
心
と
し
て
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
を
見
て
き
た
。

　
清
家
文
庫
Ｂ
本
は
、
改
行
や
改
行
一
字
下
げ
が
乏
し
い
た
め
か
、
原
本
の
体
裁
ま
で
意
識
し
て
書
写
さ
れ
た
の
か
が
疑
わ
れ
る
よ
う
う

な
外
観
上
の
印
象
を
、
ど
う
し
て
も
抱
い
て
し
ま
う
。
引
用
典
籍
類
の
訓
点
が
非
常
に
乏
し
い
点
で
も
、
特
に
両
足
院
本
と
の
隔
た
り
が
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大
き
く
感
じ
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
本
文
の
正
確
性
や
資
料
的
価
値
に
或
る
種
の
先
入
主
を
抱
く
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
具
に

検
証
し
て
み
る
と
、
誤
字
・
脱
字
、
欠
落
部
分
に
関
し
て
は
、
清
家
文
庫
Ａ
本
と
大
差
は
な
く
、
さ
ら
に
両
足
院
本
の
欠
落
本
文
を
補
う

こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
本
稿
の
成
果
を
踏
ま
え
、
両
足
院
本
、
清
家
文
庫
Ａ
本
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
の
三
本
を
併
せ
て
検
証
す
る
段
階
に
進
み
た
い
。

注（
1
） 

京
都
女
子
大
学
『
女
子
大
國
文
』
第
百
六
十
四
号
及
び
第
百
六
十
五
号
。

（
2
） 

京
都
女
子
大
学
『
女
子
大
國
文
』
第
百
六
十
八
号
。

（
3
） 

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（
二
〇
二
二
年
九
月
三
〇
日
閲
覧
）

 

　h
ttps://rm

da.ku
lib.kyoto-u

.ac.jp/item
/rb00008246#?c=

0&
m

=
0&

s=
0&

cv=
0&

r=
0&

xyw
h

=
-3410%

2C
-124%

2C
9936%

2C
2477

（
4
） 

清
家
文
庫
Ａ
本
下
巻
第
61
丁
裏
に
あ
る
書
き
込
み
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

 

　
　
　
地
震
ノ
詩
　
地
震
ノ
吉
凶
ノ
卜
也
十
二
月
ノ
分
也
東
坡
カ
作
ト
云

 

　
春
火□

ハ

民
衰フ

大
旱
至ル

四
五
八
竜リ

ウ

尊
賤
死ス

六
九
一十

一
月
コ
ン

金
穀
米
来ル

七
十
二十

二
月
タ
イ
ヒ
ヤ
ウ

帝
兵
病
起ル   

 

　
火
神
動ド

ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
神
動ト

ウ

　
　
　
　
　
金
神
動
　
　
　
　
　
　

帝
釈
動      

 

　
　
　
夢
窓
頌
中
峰
聞
此
頌
日
本
有
肉
身
菩
薩
ト
云
テ
三
拜
ス
ル
ソ

 

　
寓
捨
囂
塵
晝
掩
レ

関
市
中

ヒ賣買
得
沃タ

リ

州ノ

山
娘

ニ
ヤ
ウ

生
口
裡
不
レ

含
レ

血ヲ

掛
二
在ス

乾
坤
宇
宙ノ

間ニ
一
　

（
5
） 

た
と
え
ば
「
清
家
文
庫
Ｂ
本
上
巻
墨
付
第
9
丁
裏
」
を
、「
清
Ｂ
上
9
ウ
」
の
よ
う
に
略
記
す
る
。
ま
た
、引
用
文
献
区
切
り
と
し
て
「//

」
記
号
を
用
い
る
。

さ
ら
に
、
原
文
に
あ
る
訓
点
類
は
、
必
要
の
あ
る
場
合
の
み
記
す
。
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（
6
） 

脱
字
・
欠
字
や
欠
落
の
推
定
は
、
両
足
院
本
、
清
家
文
庫
Ａ
本
、
清
家
文
庫
Ｂ
本
の
三
本
を
対
照
す
る
と
と
も
に
、
特
に
『
礼
記
正
義
』
本
文
引
用

部
分
に
関
し
て
は
、
孔
穎
達
疏
『
禮
記
正
義
』
中
華
書
局
刊
（
一
九
五
七
）
第
三
冊
を
、
そ
の
校
異
を
含
め
て
参
照
し
た
。

（
7
） 
引
用
部
分
冒
頭
「
體
完
ト
ハ
キ
ス
ナ
ヲ
」
は
、
両
足
院
本
で
は
「
體
完
ト
ハ
キ
ス
ナ
ド
ナ
キ
ヲ
」
（
両
下
36
オ
）
、
清
家
文
庫
Ａ
本
で
は
「
躰
完
ト
ハ

キ
ス
ナ
ト
ナ
キ
ヲ
」
（
清
Ａ
下
25
オ
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
8
） 

そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

 

　
三 

ニ
ハ
外
相
コ
レ
ハ
庫
門
ノ
外
皋
門
ノ
内
ニ
ア
リ
（
両
上
31
オ
）// 

三
ニ
ハ
外
朝
コ
レ
ハ
庫
門
ノ
外
皋
門
ノ
内
ニ
ア
リ
（
清
Ａ
上
27
ウ
）// 

三
ニ
ハ

外
朝
コ
レ
ハ
庫
門
ノ
外
皋
門
ノ
内
ニ
ア
リ
（
清
Ｂ
上
24
オ
）

 

　
此 

一
節
論
礼
法 

春
ハ
施
主
ノ
時
ナ
レ
ハ
鳥
ノ
巣
ヲ
ヤ
フ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
（
両
上
38
オ
）// 

此
一
節
論
礼
法 

春
ハ
施
生
ノ
時
ナ
レ
ハ
鳥
ノ
巣
ヲ
ヤ
フ
ル

ヘ
カ
ラ
ス
（
清
Ａ
上
34
ウ
）// 
此
一
節
論
礼
法
春
ハ
施
生
ノ
時
ナ
レ
ハ
鳥
ノ
巣
ヲ
不
可
覆
（
清
Ｂ
上
29
ウ
） 

 

　
深 

一
尺
八
寸
中
有
権
柄
連
底
桐
之
今
左
右
撃
止
者
其
椎
各
（
両
下
11
ウ
）// 

深
一
尺
八
寸
中
有
推
柄
連
底
桐
之
今
左
右
撃
止
者
其
椎
各
（
清
Ａ
上
68

ウ
）// 

深
一
尺
八
寸
中
有
推
柄
連
底
桐
之
今
左
右
撃
止
者
其
椎
名
（
清
Ｂ
上
56
オ
）

 

　
定 

其
國
家
宮
│
正
曰
此
皆
周
礼
典
礼
ノ
文
也
（
両
下
44
ウ
）// 

定
其
國
家
宮
│
正
曰
此
皆
周
礼
典
命
ノ
文
也
（
清
Ａ
下
32
ウ
）// 

定
其
国
家
官
│
正

曰
此
皆
周
礼
典
命
ノ
文
也
（
清
Ｂ
下
13
ウ
）

 

　
案 

律
暦
志
云
胃
十
四
度
昴
十
一
度
畢
十
六
度
此
角
二
度
參
九
度
井
三
十
三
度
（
両
上
52
オ
）// 

案
律
暦
志
云
胃
十
四
度
昴
十
一
度
畢
十
六
度
觜
二
度

參
九
度
井
三
十
三
度
（
清
Ａ
上
47
オ
）// 

案
律
暦
志
云
胃
十
四
度
昴
十
一
度
畢
十
六
度
此
角
二
度
參
九
度
井
三
十
三
度
（
清
Ｂ
上
41
オ
）

 

　
是 

月
也
易
ー
関
ノ
任
見
ヲ
ト
ラ
ス
市
ノ
課
役
ト
ラ
ヌ
ヲ
易
ト
云
（
両
下
40
ウ
）// 

是
月
也
易
│
開
ノ
賃
ヲ
ト
ラ
ス
市
ノ
課
役
ト
ニ
ヌ
ヲ
易
ト
云
（
清

Ａ
下
28
ウ
）// 

是
月
也
易
│
開
ノ
任
見
ヲ
ト
ラ
ス
ユ
カ
ノ
課
役
ト
ラ
ヌ
ヲ
易
ト
云
（
清
Ｂ
下
10
オ
）

（
9
） 

両
足
院
本
に
、
ほ
ぼ
克
明
に
付
さ
れ
て
い
る
訓
点
が
、
清
原
宣
賢
抄
原
本
に
打
た
れ
て
い
た
の
か
両
足
院
本
書
写
者
が
補
っ
た
も
の
な
の
か
は
、
も

ち
ろ
ん
不
明
で
あ
る
。

（
10
） 

前
稿
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
に
、
清
原
宣
賢
自
筆
と
さ
れ
て
い
る
『
礼
記
抄
』
（
請
求
番
号
「
1－

64
／
ラ
／
2
貴
」
）



京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
家
文
庫
蔵
『
月
令
抄
』
一
本
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が
あ
り
、
月
令
本
文
を
見
出
し
と
し
て
掲
げ
、
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
で
解
釈
を
記
し
た
後
、
「
正
曰
」
と
『
礼
記
正
義
』
等
か
ら
の
漢
文
引
用
を

載
せ
る
形
を
基
本
と
し
て
お
り
、
文
末
が
「
ナ
リ
」
を
主
と
す
る
な
ど
、
両
足
院
本
、
清
家
文
庫
Ａ
本
『
月
令
抄
』
に
非
常
に
近
い
。
さ
ら
に
、
た

と
え
ば
、
『
易
学
啓
蒙
抄
』
『
尚
書
聴
塵
』
等
、
清
原
宣
賢
自
筆
と
さ
れ
て
い
る
資
料
で
も
、
そ
の
体
裁
が
、
や
は
り
、
見
出
し
語
を
掲
げ
た
上
で
一

字
程
度
下
げ
て
解
説
を
付
し
て
い
る
。
こ
の
形
式
は
、
そ
も
そ
も
、
宣
賢
に
限
ら
ず
、
抄
物
に
広
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
宣
賢
自

筆
『
月
令
抄
』
祖
本
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
仮
定
し
て
も
大
き
な
間
違
い
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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